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今回の１枚：やってみようデー、BBQやったでー 
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＊森のミニ運動会  ５月１日（金）  生涯学習部・環境美化部事業 

  鳥取市のやってみようデーに合わせ、小・中学生むけの事業を計画しました。面影山で BBQやいろいろな競

技をする予定でしたが、あいにくの雨となり面影地区公民館での実施となりました。 

 子どもたちには、食材の買い物やおにぎりづくり、そして各々でお肉を焼いてお昼ご飯をいただきました。午後

からは竹をつかった競技をして楽しみました。小中学生合わせ４９名がきてくれました。 

     

     

＊減災のつどい  ５月１５日（金）  人権防災安全部事業 

  人権防災安全部の今年度の事業として、防災について学びざっくばらんな意見交換ができる場として、「減災

のつどい」というものを初めてみました。 

 初回は、『災害時どこに避難する』をテーマに防災士である公民館の土手口主任が鳥取市の避難所の話や地

震・水害時の避難方法について簡単に説明し、それについて意見を出し合いました。 

 今回は参加者５名と少なかったですが、包括支援センターの方も来られ、良い意見交換ができました。 

＊暮らしを軽やかに楽しむための整理収納術  ５月２６日（火）  生涯学習部事業 

  今年度は、整理収納術についての５回連続の教室を計画しました。講師には、整理収納アドバイザーの竹内

順子さんをお迎えし、初回の今日は１４名の方が参加し、片付けの基本を学び目標設定を行いました。 

 「片づける」とは？片づけるとどんな「良いこと」がありますか？片づけの正しい進め方を学びました。お隣同士

でどんな良いことがあるか意見を出し合ったり、先生に質問をしたり、和気あいあいとした雰囲気でした。皆さん

帰宅したら今日学んだことを活かして片づけをやってみたいとのことでした。 

   

 





 

おもかげちいき食堂
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

面影地区体育会
■面影地区スポーツ大会（旧称：面影体育祭） 

❏バレーボール大会結果 4/29（水･祝） 

男性・女性混合チームで幅広い年齢層の方と一緒にバレーボールを

行いました。町区対抗で盛り上がりました。 

優 勝：正蓮寺 

準優勝：大杙一 

第 3位：面影二丁目 

 

❏バウンスボール体験会 5/10（日） 

バウンスボールは若い方から年配の方まで楽しめる鳥取発祥の 

スポーツで今年初めて体験会として行い、 

ルールなど指導いただきながら皆で盛り 

上がることが出来ました。 

 

 

■鳥取市民スポーツ大会（旧称：市民体育祭） 

応援のほど、よろしくお願いいたします。 

種 目 日にち 場 所 

ゲートボール 6月 7日（日） 美保多目的広場 

ソフトテニス 6月 14日（日） 千代テニス場 

バスケットボール 6月 14日（日） 河原町体育館 

女子バレーボール 6月 14日（日） 市民体育館 

グランドゴルフ 6月 21日（日） 白兎 GG場 

卓 球 6月 21日（日） 市民体育館 

バドミントン 6月 28日（日） 市民体育館 

 



 

シリーズ 面影探訪⑥ 

希少生物モリアオガエルの生息地 

面影郷土史研究会 大西 孝雄   

◆「面影カルタ」に登場する長慶庵のモリアオガエル 

平成２年に創立１００周年を迎えた面影小学校では、記念事業の一環として「面影カルタ」を作成しま

した。当時の教職員や地域・PTAの面影愛が詰まったこの「面影カルタ」には「珍しい モリアオガエル

の 生息地」という札があります。そして、その生息地として挙げられているのが大杙にある長慶庵の

池。カルタ札の説明には「長慶庵の池はモリアオガエルの生息地。生き物を愛する優しい心を育てたい。」

とあります。 

◆モリアオガエルってどんなカエル？ 

アオガエル科のカエルの一種で本州に広く生息していますが、水が豊富な山林や湿地帯を好むため、普

段の私たちの生活圏ではあまり見かけることはありません。しかし皆さん図鑑などでよくご存じの通り

このカエルは木の枝に産卵することで有名です。５～6 月頃、池や沼などの水面上に張り出した木の枝

に、白い泡で泡塊（この泡は乾燥や直射日光から卵を守る「ゆりかご」の役割を果たす）を作り、その中

に黄色の卵を生みます。卵は外からは見えず、10 日から 2 週間くらいで卵塊の卵が孵化し、雨が降った

日などに泡が溶けて、中にいる少し大きくなったオタマジャクシがポタポタと下の水の中に落ちていき

ます。成長すると体長は約６～８㎝で、ほとんど樹上で生活するので足には吸盤があります。 

◆長慶庵の池とモリアオガエルはどうなった？ 

さて、話を長慶庵のカエルに戻しましょう。残念なことに現在の長慶庵の池は、写真のように水は無く

草が生え、モリアオガエルが繁殖できる環境ではなくなっています。カエルたちはどこに行ってしまった

のでしょうか？面影山の山裾にある近隣のお家の池にちゃっかり引っ越していればいいのですが・・・。 

近年は全国的にモリアオガエルの生活環境が厳しさを増しています。多くの地域で環境悪化や開発によ

り個体数が減少傾向にあり、環境省や自治体のレッドデータブックで準絶滅危惧種や絶滅危惧種に指定

されています。また、繁殖地が国や自治体の天然記念物に指定され、厳重に保護されている地域が日本各

地にあるなど稀少な生き物になっています。 



  

◆長慶庵のほかにも昔からずっと生息している場所があった 

雲山に「法清寺」という寺があります。この寺の庭には裏山から 

流れ出た水がつくる池があります。5月の初めに、「この池の周りに 

モリアオガエルが棲んでいますよ」とのお話をご住職から伺いました。 

5月 26日にそこを訪ねてみると、ありました！直径 10数ｃｍもある 

大きな卵塊が５個。水面に覆いかぶさっている周囲の木の葉に付着し 

ていました。４・５日前の雨が降った日辺りに産卵したのでしょう、 

まだ水分を含んだ卵塊もありました。湿気の多い日にはこれからも 

更に卵塊が作られていくことでしょう。ご住職さん曰く「親は葉の陰 

に隠れていてこちらの様子をじっと窺っている」とのことで、残念な 

がら成体の姿は見つけられませんでした。何日か後に卵塊からオタマ 

ジャクシが出現するのが楽しみです。 

実はこの池には同じくレッドデータブックで将来の絶滅が危惧され 

ている「サンインサンショウウオ」（鳥取、島根、兵庫県など山陰地方 

の日本海側に生息する体調８～12ｃｍの小型のサンショウウオ）も棲ん 

でいます。こちらも大切に見守りたいものです。 

◆「面影カルタ」に込められた思いを未来につなぐ 

昨年度、面影小学校の 3 年生が面影カルタのいくつかを題材に、地域の再発見や地域住民との交流につ

いて学習発表会で発表していました。地域の歴史・文化・自然、そして人々の繋がりなど、子どもから大

人まで楽しく学ぶことができる面影カルタはとても優れた教材です。面影公民館でもジャンボカルタを

作り、世代間交流会（昔遊び交流会）等で老若男女楽しく活用しています。地域に住む誰もが、このカル

タに込められた思いに心を寄せ、優しい気持ちで生活したいものですね。 
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※第９号は、６月３０日（火）にアップ予定です。 


